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刊行にあたって

この報告藩は、善通寺市教育委員会が昭和63年日月7日から平成元年3月31日まで実施

した、旧練兵場遺跡における仲村廃寺遺構確認調査の記録であります。

善通寺市街地から北側に広がる旧練兵場遺跡は、番川県下を代表する中枢的な集落遺跡

として有名ですが、昭和59年の彼ノ宗地区・昭和60年の仙遊地区の発掘調査に続いて、仲

村廃寺周辺の確認調査が実施され、これまでに予想もされなかったような事実が多数判明

していますい

市内では他にも「王墓山古墳」「九頭神遺跡」「稲木遺跡」など数多くの発掘調査が実施さ

れ、餐登な文化財も多数発見されております。これらの報告番を通して埋蔵文化財に対す

るご理解を深めていただき、今後の学術文化の向上　本市文化財行政に少しでも役立てて

参りたいと存じます。

これまで，発掘調査にご協力いただきました地几の皆様をはじめ、関係各位に対して心

から感謝申し上げ、今後とも一層のご支援とご協力をお原机、申し日ずる次第であります。ノ

平成元年　3月31日

善通寺市教育長　勝　間　英　樹



第1調査区遺構検出状況（南から望む）

第2調査区遺構検出状況（南から望む）



第3調査区遺構検出状況（南から望む）

竃の検出状況・SH－26（南東から望む）



例　　　　言

「　ノ五骨品帖触待楊遺跡吏端部に所fl．（1有、伸車軒ト痛砧怖．高相査報告膏‾ら「気

線　審遺跡は伝導寺跡との呼称もあるが、番川県鹿詳泰郎叢番　では仲村廃寺ときれてお

り、大輔告．1㌦つ上つ‖守允　守る。

3。発掘謂轟は善通寺市抽選町一丁跳部璃㍉撒酢持慄鵬溌龍紛障説暇和雄封建沼牒

ニトノ、日立　一読∴皇つ　日、て当主－、幸止し′牛：‖j「守’十十榔「軒工圭い　一整理作業

を実施した。

。謂義は善通寺市教酋登貴会文花振興登が実施した。組織は筆記のとお　である。

総　　括　教曹長　勝田　英樹　　　　庶　　務　室　　率　佐藤　知響

室　最　饗慶　　健　　　　謂姦担当　室　　事　管用　能一

一誹‖－1両卜　五則

係　長　秤出発代予　　　　調査補助　四　回㍉撃堅院∵来年攣

上　信l：い出半十日，ll杏担当者丁有る回l廿　′半2‥、、・Fl押付、‖蝋’・、八つ津酔l学綜大′羊

守‘目し持、協力左上′

信　骨相’・い′つl　醐′堅実仕居ト1臣巨言、甘　いl W f？l h巨恥！、∫r里呼ワ）・SI？

摘燃河川　◎猫着明遺構で姦嘉した。また遺構実測寓率の窺輝は彙竃磁北を指す。
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第一章　遺跡周辺の地理と歴史

善通寺市は香川県西部の内陸部に位置し、真言宗開祖の空海が誕生した土地として有名

な田園都市であり、総本山善通寺の門前町として発達している。東は丸亀市、西は三豊郡

高瀬町・三野町、南は仲多度郡琴平町、北は仲多度郡多度津町と境を接している。

善通寺市周辺に広がる丸亀平野は、土器川や金倉川・弘田川の沖積によって形成された

香川県下最大の沖積平野で、これらの河川による扇状地・氾濫原・小三角州などから形成

されており、南から北に下るゆるやかな傾斜になっているため、たいていの場所から瀬戸

内海や対岸の岡山を望むことができる。この河成沖積層の土壌は、下層土が灰褐色のマン

ガン結核を含む黄褐色砂質土層、表層70～80cmが強粘土質砂礫層で構成されており、通常

弥生時代以後の遺構はこの下層上面に遺存している。この黄褐色砂質土層中には希に縄文

土器片が包含されていることが知られていたが、近年実施された四国横断自動車道路建設

に伴う埋蔵文化財の発掘調査などによって、この土層は縄文時代後期から晩期にかけて堆

積したものであることが確認されている。

また、善通寺市の北には讃岐の中世山城跡を代表する天霧城跡が山頂部に所在する雨霧

山。西から東にかけては、火上山・中山・我拝師山・筆の山・香色山が麓をっらねて並ん

でおり、五岳と呼ばれるこれらの山塊は、あたかも五枚の屏風をたてかけたようにそびえ

ていることから、この山麓の地は屏風ケ浦とも呼ばれ、当地の人々に親しまれ、古くから

信仰の対象であったことが伺える。その南には、中山に連なる東部山・有岡の里を経て大

麻Lljがそびえており、平地中には鶴が峰・磨白山・如意山・鉢伏山・甲山などの小丘が散

在している。

第1国　調査地周辺遠景（左から大麻山・香色山・甲山・筆の山・我拝師山・中山・火上山1

－1－



瀬戸内海の南岸に付置し気候と風上に恵まれだ亙亀、冊仕上　か吊り一一くから人間の文化

が開けた土・地であり、互亀苗の中ノ池遺跡・善通寺市の五条遺跡・善通寺市から仲多度郡

にかけて広か左二つ昌古跡など、弥生時代前期から中期にいた揖碑封tの遺跡群が知られて

いる日中！池遺跡では環濠と想定される　∴帝の大酒が検出され、弥／日時代前期の古段階の

特徴をもつ弥／主上器を巾心に、一部Ltl一期的様相をlil・す若ものまで甘廿ている。三井・五条

遺跡では∴遺構・遺跡の範囲など’については現在幸一全‘て不明の状態下あるか、再f L′たl上

器に一）いては　稚内隼l様Itの申段階から新醇階に桐、1月‾るこ七が廟＼認されている。Jまた、

これらの遺跡群は自然堤防上に立地すらと若菜られてお目　瑚在の海岸線か了の距離は

2～3kmを計るが、当時の復元海岸線が現在の棟高5mあたりと推定すれば、三井書中ノ

他遺跡枯当璃r律師こ田成された隼鼎である・サー・かわか言、そ主．て、、曲ここれらの遺構か

遺存すろ一箪褐魚仙腎卜屑と∴のトの渋柿層の間には　碑文叫代後期から晩期の生活痕が確

認されておの、現在のところ善通寺市の古代Ⅴ作目的亘川朝年前まで遡ることができる′

善通寺市街地の光ふ帯には香川県を代激する弥生時代の中枢的な集落遺跡がある。西は

筆の両の山裾から、束はPl抽］農業試験場の敷地工寸で及ん1ており、ここかもと練兵場用地

であ・－た了王から旧練兵場遺跡と呼ばれていろ　そ上1・r　二二からt抽二は九頭神遺跡・楠

木遺跡・石川遺跡と続し、ているか、いずれの遺跡晶廿年守では本格的な－調査は実施されて

おらずその詳細は明らかにされていなかった‥　かしノ接ら　昭和蝉柑iの相可農業試験

場の用地整備Iつ待つ、Iく・・て、弥生時代前期から柳川了か‖了の小児壷析！・紬∴i・多敏の上

器、石器類か出上し／工㍉王や、県道の整備口紅0際に言上Ur舶精の√帰，りから弥生上器に

加えて壇患器や小に互だか出上したことなどから、謝射一t弥生時代鉦ちららす、古墳時代

に：㌣√・「糠／㍉了い差言　とが確認されている′　旧練再よお瑚根上一のi　ノ「広い範囲工及ぶ－亜巨

叶が強い亡は、白か、．弥生時代前期か日射別、古川出仕古一小「「1’高車紙用が考予られる卑下

で吊姉吊高、存！「（阜言：つ：が知られてい十　だ上　晶膏の調杏（つ・一・）∵∴の旧袖亘瑚遺

跡は幾っかの両帝によ・，て分断（されている、1rLが解り、旧袖と止顆劉亦群とUCとト．，えた方

が良いと考えられる

この遺跡群て工れすでに美施された発裾調杏を川田こ縮合、（「ろ1、松木l吊1・通、年月西に流

おる弘日用五個、で昭和12年に実施された膏．涌、付Li遺跡のぶ柄から始まる．こ㍉∵ては弥生的

代後期から音域時代にかけての用水路が検出きれ、多数の小型丸底盛傭船の樺や経樹など

が出口．．‾十おり、！「活井盤である水川域の軋上が行わ有！・二つ†－吊、溝叫脊椎工伴う祭祀

子吉小出T。こ1＼酢言′、、圭了いる。、結い∵　同軸前項工は時津拉吏瑞酢∴所在する白鳳

時代建音と‥考湧ら右　∵机再二の前寺・伸伸五、十主導十跡）′力脊裾誹れ「十恥、ヽれ、、伸掠ノ1

日1瑞と、史に・その上層√・は弥生時代中期かh占用叫小言一帖「「（バ帰航、時十．＼打た∴　ノ月日！

紬午1主胞√されたい＼　∴力」じ伸の駐車場踊酔古　壷甘し∴も㌦

昭和刊圧に、∴I′．油十ご：亘冊、小言弘出′吊告・－1刷年再∵目上二宮1′；ら恒ノ∴追跡有料屈

ーl・2一・一



調査が実施さ右十か、、．＿、＿　ら封印十油日rl亘凋在i有年レJ にかけて

の48枚以l山竪穴仕居朗、・′j、リ古科lf漣irj氷・典故の仕：吉と上血糾、十廟時代の触媒圧建物

跡2棟とそれに什っ水路、一l巨ノ萄溝うJ J拳伸行墳互と十食止され、咄上麻生臣十代壇末

期の竪穴住居跡か〔ふ1そ′．・′鹿触年の聖血圧＿用いられ！こと考えらオLる兢i餌軸丁花束鏡日の懸

垂鏡でJ錮鍼蜘射れ告日射中1ト．．．∴言上　この地区におけら弥圭時代終末期の勅向を推測

‾する上で汗目されtu克、出自日日戸‖＿u彼ノ∵・遺跡71、ら直言守山血柄l程の柚遊遺跡し弥′自時

代後期の柚r買l柄と小姑薫華も．－；昌接、査見。．された小、この航武石軒の有材∴仕入れ守、を施

した人面丹毒の絵の他、頂点J　豆∵‥凍結、・：t、l二線刺。さオ1了いたし上か′了Hk的／高樋jと

なった。

ここかしjL力上りい、′∴㌧証、十「押し目、Hは軒年境遇融と同紙に弥生時代のl吊亜湖摘、ら

占榊封　にかけし．一八規植ら集落遺跡∴増〆）．知りれCい′b IすIl嘲具場遺跡力しノ」し一方

．う刷mあだ目上言号坤華一朗か上れ目　し．＿しいl再伸∠年用月かレ誹待再出：ト「I C恥高訂l叫

通路改良日日こ仕・触高山今．再転y仕、轟事吋代後期頃の卑′′、・日高跡1t・ノ中止壷村法・椋

．1・し石棺等か碓謡い十二／二　年甘抑止跡仕りIk力州山nあたりには鉦半！汗しい．吉昭時代工

か‖ての遺物互寸里一言取立㍉　′一　！、廿・JLらf声廿遺跡か広かる在、末調音こ′亘これ．－1細iは

イJりIeあら 、l，＿虻方言沖縄j‘ら柚恒蔚イ巨＿は、再出植漸自動車道路建．蘭・つ「㌦調査か

昭和5時言月告Hj雨柚鮒年∵星＿′1＋　し　　六l上道恒由鉦jノ舟招待日・巨に仕Ⅴ一｝誹れ小骨

和fil年度11両帖出目帥）i・－上ノトトー太地こ′はても0、1㌦、ま・′亘招1111代かレ、JIl－埴町U．か

りて（ノ増年、五高相椚1重油、、叫恒一骨用跡腑．・、勧加硫乱Hl‾こい．∴へ＿　言∴十落遺跡円は

旧地根を′ノ′㍉上　い白Jを㍉五円一亘′二．i汗∴二かノ．朝主星iJ信打‘Lだ撒l．吊U∴宮i、自！こもU′し直る

こ王′うわ′：、′か　言上　∴㌧　詔膏1訂来㌧rゲトJ亡し・、i‾打日日j時順二佃ィ，、、∵．ソ二ト　言・右ハ

甘っ工弥i車代申tの膏血十品ノブ∴1、人短さ了　という．上りはもしパ㌦甘古郁帝．小．t姓生し‾し

いだと考て工年′ノ言・′　′′・吊、主イ日．し、

主上、1日再汗吊かLのユ十王「、．理i追跡l　∴廿≠梱‖11、人l軒」再との凡存遺跡定、冊三

銅剣　目線形鋼別　田や機影銅鉾　沼の計　冒、我拷師由遺跡では計　カ所から率形銅

剣吊「銅鐸ii上れ打　一1‥・一．ミ！亘．－j L嗣辟Il損亡、吊同器ん拍手　声上し、＿有り、両袖

恒兢対外再工事＿証ノノ品巧引イ再、・1信⊥二し／二両、J汗・叫胤正信自iさ車上い／さr

吉触時代に＼一日、し∴朝1二t′．骨力は．・∴・′て＿（上　車内だO Cも日田砧■一拍／てノJl阜嘱、存在し、

中C L事！両・・融古拙目し汗十一、中軸日日も晶を根らいた弘朝川血1如ノ）白い川五八は両方

後＝両用、tU臣日昌也咄′j二上し1五・・、信ノ，ト

1．中ノ池遺跡
2．五条遺跡
3．三井遺跡
4．甲山北遺跡
5．旧練兵場遺跡
①彼ノ
②仙遊

③善通寺西遺跡
④仲村廃寺（伝導寺跡、〕
車仲村廃寺調査区
（9善通寺伽藍

6．九頭神遺跡
7．石川遺跡
8．稲木遺跡

9．北原古墳
10．菊塚古墳
11．王墓山古墳
12．丸山古墳
13．鶴ガ峰4号墳
1．4．磨臼山古墳
15．官ガ尾古墳

3

16．野田院古墳
17．岡古墳群
18．大麻山椀貸塚
19．大麻山経塚
20．青龍古墳
21．下吉田八幡神社古墳
22．宝憧寺跡（白鳳期1
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日院番場、御感

壇が確認されぐおり、一iL二束から南西にかけて磨臼川古墳・鶴ガ峰1号墳・丸

山占墳・菊塚・北原古墳の順に広らんでいるい　古墳時代後期末になると大麻

る所に群集境が出現するが、朝こは甘力最古増に代表されるような線刻画で装飾された模

式五室がrii－8基確認され（「いふなと、様々左点で興味は尽きない。J

古墳時代にな了Jと弥生時代に開始された稲作文化は完成期を迎え、丸亀平野という肥沃

互生産基盤を廿景に、特定の自力者か地域を代表する権力者と上て生まれ変わり、この様

に放多くの吉境を築いたが、ニ小権力者（豪族）層は、奈良時代には貴族層と左る√　このL員

の丸亀、四円ま金合川の東か貼珂郡、西か多度酢と呼ばれており、多度郡に耐用宜革　族が

勢力をもって上声主　白岡　帯の前力故いij酎羊についても佐伯　一族の　寸し系譜の墓では左い

かモいう仕方が・イ′．ろい

早がC仏教の信太に伴い朝粕漬らノ豆工亘るが、既に白鳳期 段伯の既寺である伸

村鹿封伝導寺跡、－かl周東丘唱遺跡の　一角「つ＿上江されている。しかし互がらこ′′．バ出潮仕無

く焼失し‾てし∴吏い、その際に5㈱mの村雨「移転されだものか現1′Iの吉適寺子はないかと考

えられていな、U C古代文化の中和㌦五一イここの地は門前叫として繁′栄を続け　規・在£一

至っている。

参　考　文　献

『善通寺市の古代文化』 善　　　　通　　　　寺　　　　市1973年11月

『　善　通　寺　市　史　』　　善　　　　通　　　　寺　　　　市1977年7月

『中の池遺跡発掘調査報告書』

『香　川　叢書・考　古篇』

『王墓山古墳調査概報』

『五条遺跡発掘調査報告書』

『仲村廃寺発掘調査報告書』

『　彼　ノ　宗　遺　跡　』

『仙遊遺跡発掘調査報告書』

丸　亀　市　教　育　委　員　会1982年3月

香　川　県　教　育　委　員　会1983年3月

善　通　寺　市　教　育　委　員　会1983年3月

善　通　寺　市　教　育　委　員　会1983年11月

善　通　寺　市　教　育　委　員　会1984年3月

善　通　寺　市　教　育　委　員　会1985年3月

善　通　寺　市　教　育　委　員　会1986年3月

－5－



「彼ノ宗遺跡の発掘調査とその問題点」

『香川史学』15号

『九頭神遺跡発掘調査報告書』

『　稲　　木　　遺　　跡　』

『香川県埋蔵文化財年報』

『香川県埋蔵文化財年報』

『四国横断自動車道路建設に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書』

『四国横断自動車道路建設に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書』

『四国横断自動車道路建設に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書』

『四国横断自動車道路建設に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書』

『県道西白方善通寺線改良工事に

伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』

『四国横断自動車道路建設に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書』

第一冊　中村・乾・上一坊遺跡

『四国横断自動車道路建設に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書』

第三冊　矢ノ塚遺跡

笹　川　龍　一

九　頭　神　遺　跡　発　掘　調　査　団

善　通　寺　市　教　育　委　員　会

1986年6月

1988年3月

稲　木　遺跡　発　掘　調　査　報　告　書1989年3月

昭和58年度　香川県教育委員会1988年3月

昭和58～62年度　香川県教育委員会1988年3月

昭和58年度　香川県教育委員会1984年3月

昭和59年度　香川県教育委員会1985年3月

昭和60年度　香川県教育委員会1986年3月

昭和61年度　香川県教育委員会1987年3月

昭和61年度

昭和61年度

昭和61年度
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香川県教育委員会

善　　通　　寺　　市

香川県教育委員会

日　本　道　路　公　団

香川県教育委員会

日　本　道　路　公　団

1987年3月

1987年3月

1987年10月



第　言上　調　査に　圭　る過程

11直音で糾合主だ旧練兵場遺跡の　イ年二、自嘲伸二創建された寺院　仲村鹿1　の遺構か

残ると伝えられろ地区かあら言㍉隼榊亦・・しい呼称されるこの引掴由こ一ノい「　伽藍配置は

もとよ　正確な音域容寺の歴史等を記載した文献等は残されていないが、付近の側溝王事

やビル 車の際に出土した瓦や、伝導寺墓地内に墓石に転用された礎石が残存してい

ることから、善通寺町村道下付近にあったのではないかと推定されている。

しかし左かり、二い用乱酔了は正式パ調杏が′招伍されないままヒJLや家屋か林立上、二

のままでは仲村廃寺の詳細が確認できなくなってしまうことを懸念し、善通寺市教帝委員

会は遺構が彼ら！二律l有情甘軒車瑚におい∵、昭和58年8月＝日かル㍉日は＝はて第日失

調杏を同作＝里日高、一一宮上‖伸は∵範1次調在を実施した

調音ノ輔課、出し上から中伸二員のl中上了宗らイしろ・部石橋みの溝十検出され‾‾「いて）

その上層は朝、′　町　中判れり、－古畑仲田射り日、ま王の遺物を多く合材＼亘、構写し層で′打主

調姦区北東部で白鳳時代から奈良時代の瓦の堆積を伴う段落ちが認められた。この遺構は

車両方向「ら半／‾キ収日、二二から車力約1∴封川tに位置J‾る同し白鳳時代蘭j建の圭帖滴レ′ノノ吊立

と…一致していることや、出土遺物などから伝導寺の遺構と判断された。従って、音域は礎石

の残る伝導吊．－こ地′・を中心とし上方！．誹j甲山J規模か推定されでいろ　また剰旧∴1杏仁j‘一一一

て出土した瓦が白鳳から奈良時代までに限られているため、この尊は奈良時代には既に廃

絶していたものと考えられるが、その際にここから500m穏南西に再建され、善通寺伽藍と

して牛　有年′日　子二tノ）ては！一〔十十つ根上早1γいろ　共通1伽藍は条里方位と　止し、石」

町の区画とも合致しているにもかかわらず、白鳳時代の瓦（仲村廃寺の瓦と開花瓦を含む）

が山上Ltい′・一l二ら理由し′‾｝　‾I∴「言

「上、、・ノ・減作軒臣ト1．豆牛′一年！行目年配・船出主製品・ミニ千，ア上器‖刷甘Tか出

土しており、更に下層では弥生時代後期末壇の所産と考えられる蚤究住居跡も検出されて

いる、二とかト，、伸輔五十の宣細目、工：日出÷l甘代から吉崎時代に小け‾LU目し翫貴偶か複合し

ていることが明らかにされた。

立凍、阜甲」日出！′畑‾常由昔言、臣ノ上崎柚だ丁目」月l（i日に州l用細l自動車irt路用壇上

豊声出巨小潮涌i、昭柚ト111日細目′二㌔柚リ、h柄、機能上姶yら’‾からは　車両仁イン々…f－

rンジ′′卜‖1骨一つ‖∴㌦∴＿しら言、帖l一針誹冊恥行宮通十両も従恒1地域生活のIl鯛州細目二一

迎え、市街地の中心部にあるこの地区も開発の危機に噂されている。

そこで、仲村廃寺の遺溝が続くと考えられる前河の詞姦区北側の市営駐車場跡地と市営

住宅跡地で遺構の確認調査を実施することとなった。

発掘詞轟は前河の結果を踏まえて該当地区内に簿　～第　調査区を設定し、昭和椚隼日

月7日、駐車場跡地のアズファ婚　除去から作業を開始した。

一一7－



第3図　調査地及び調査区配置図
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白鳳～奈良時代の瓦の堆積を伴う
7世紀頃の構築層による土塊



第　二章　調　査　の　概　要

当地は鋸車瑚跡湘珪芋仁王跡時下右十∫、主用姑t水間であ、ノ痢叶が明細l寸時∴第日師

卜車用練亘幸い：∴㍉、軸脊軒：i　ニ斗つ▲木出血榊iI勘定事務所が建設されていた、一つ綽蘭

か（損上　井溝∴；一声キトされているい従・）て二の櫨乱上層の除去に手間取り、寸∴絶臓調

音で′上しノ了壷i‖拉夫な量となるため、一調1ヰ鉦｛∴とに表1二除去から叩き旬か＿言“＝）廿il

を操子上座－、i、．＿－i　、

当該地は湖庸二∴打てし

川1以上続き、∴ノ「左除

及び淡灰褐色砂質土層

査結果を基に耳目J柚矧区から作業を聞始したり

地表面から遺構検出面まで、非常に硬く締ま　－た軋山河か紬

した奈良l舶用岬）瓦片をわずかに含む伏船山沙質卜層

し∴二か亘吊∴　工血には奈良時

代Ii欄I頃いい目、法隆寺式と祢

される均正忍冬唐草窯軒率瓦緒が

上古合つJLしいた諭、、こし十柚一拍、

らは中世ヒ如月・器声ノ）柚、乾降雨

寮畠閏年～　なども出土してお

り、来世目性′川汗ト＝廿′‾く信．：∴

推定されている。

前回の謝否巨ご　言　∴つ＿層巨ト

吠掲色粘性日再十rl、再、声・・i両

土に中世頃の溝状遺構が確認き

れ、更に下層の黒褐色粘土層土に

仲村廃寺の遺構と推定される白鳳

期から奈良時代にかけての瓦の堆

積左枠　一没落「日射十、っl・。－

が、この際主1肝t語　り日．予．再i圭∫十．

土は人為的に客土されたものとみ

られ、寺を建設する際の構築層と

考／i＿　目口上目［ノ．、・つ柑言1「膏

車には弥生土器や須意着の破片が

多量主音圭一†目し∵UI：ト日柄辛

は弥牛耳i仕方・言．刷！廿∴告、ら・、・

lノ）遺構か検出．されし二；′－る

今回古山情宣両「：言、生吊工事

．、＿ご

第4図　灰褐色砂質土層出土遺物実測及び拓影
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軋上層及び淡灰褐色粘性＿1二層下は黒褐色粘性上層となっており、中世頃の遺構は全く確認

されておらず、仲村廃寺に関連あると推定される遺構にノ）いては、第2調査区の・邦で溝

状遺構や臓立柱建物跡か検山されただけである。しかしながら、第「～第3調査区全域に

堆積する黒褐色粘工の包含屑卜からは弥生時代から古墳時代後期末にかけての竪穴住居跡

32棟と古墳時代壇の舶立柱建物跡2棟をはじめ、無数の柱穴・上坑群等が検出されている．，

各調査区の主要遺構と遺物

ミ’、－1、仲村廃寺関連遺構

今回の調査王は第上声弟右調査区まで設定したか、仲村廃寺憫連遺構は第2調査区l輌品

で検出された2轟の瀦状遺構と、やはり第2調査区中央部で検出されたl棟の擁立柱建物

跡だけてある「，据立柱建物跡については、第2遺構面棒出後に確認されているが、埋上や

遺構の抑圧「い関係などから、2条の溝状遺構とはば同・納期の所産と判断こされた。J

ま「、㍉自らの追捕仁一ノいて解説しだ権、崎自主恒・＿遺構と出上した遺物を調査区ごと

に紹介する。

SD－　酎巨SD－05　着「調査区では、黒褐色粘恒）逗合屑‖柾鉦描掃射招号く検出されて

ら∴「ト層∴剥けト上‘湖、牛時代から古墳時代にかPl‾告策落遺構十汗の調査で終了し、

引き続いて第　調査区の義士除去を調査区の洗場から開始したが、北端管は輝　調査区と

同様の結果が得られていた。ただ、前回までの調査結果から、第　謂姦区南端では仲村廃

寺の関連遺構が遜存している可能性が極めて高いと判断されたため、慎重に作業を進めた

l　了ノ、再辟一帖上汁旬告柾目、にl如姑二ノ汗／（一心臣工つ（牒状叫

て、その場所から南側部分のみ、黒褐色粘土の包含層上面から

窺諾された。従っ

を開始した。

第5図　SD－04・SD－05実測図

…鼠0－



その結果、W一一1300－－Sの状里と され、北側もの

からSDl一一04、SD－05とした′，SDl桐は遺構の一部が、重機による包含屑除去作業の際に一一

部失われてしまっていた「，しかし調査区の西壁上層の観察の結果、2条の溝は並行に流れ

ているものの、調査区西端では宙なり、別）115がSD－04を切っていることが判明した。

S0－04からは時期が特定できるような遺物は山上していないが、SD　05からは荒い叩き

日か見られる互昔と伴に、頂点器I上師器狛＝上している、）圭′と、bl）0榊埋上は薄茶褐

色砂質粘上層、SI）仙ハ押上拓齢糾酎柚坪‖つ再であるが、いずれにも小さな炭イヒ木片が

多量に合まれていだ．

I　アスファルト舗装

Ⅱ　花　　崗　　土　層

Ⅲ　暗宵灰色砂礫層
Ⅳ　灰褐色砂質土層
Ⅴ　淡灰褐色砂質土層
Ⅵ　淡茶褐色砂質粘土層
Ⅶ　薄茶褐色砂質粘土層
Ⅷ　黒　褐　色　粘　土　層

一　駐車場建設時い官1．

－明治時代以降の推積

＝｝…近世の耕作土層

Ⅸ　暗黄褐色砂質土層　　：

瀾1

ゝ

ぎ

SD－05哩土（小さな炭化木片を多く含む）
SD－・04埋土（小さな炭化木片を多く含む）
弥生・古墳時代の包含層
弥生・古墳時代の遺構面

0　　　　　1　　　　　2m

第7図　SD－05　出土遺物実測図

一一11－



これまでの凋査結果として、仲村廃寺は白鳳期に創建されたが、餌立時代にイこ慮の事故

で焼失したと考えられている。SD一一05から軋上した遺物は奈良時代のものばかりで、わず

か左から白鳳期の九月を含んでいることや、遺構の坤上中に炭化木片か多く含薄れている

こと、仲村廃寺の遺構は東西方向に遺存しているが．さ津　桐とSl）的ま条里‾方位と、円jに

遺存していることなどを考え併せれば、SI）…用とSl）帖rt仲村廃寺廃絶時か、そう時間か

経過しない崎の所産ではないかと推定される「、

［

牛

轟

第8国

SD－05　出土古瓦実測図及び拓影
（上部右端の図は瓦表面に施された叩き

の順と単位を示す：、）

SB－02　！間日．（nm）・日用（（j．！1＝11）の規肝（三　両Ii高位有＼引　l十川臣ふ裾吉事．建物

跡でふん日昌（の握り臣は瑚cmへ捌】ぐm四方周明丸石川㍉∴．大．キ古甘余年揃「てい左上，

当調杏恒了貢：遺構Irl日に多数複合し蝿、された遺構鮮の理上総、一三の大半か酷似してお

目、坤j合い聞榛を杷強吊るには困難を極めた　油　性・、南側日刊工・1い立つ貢「哨時代後

期頃のl酢’石目満由bll　は・Sll18）検出絶∴封廿；し用′柚！‾‾、凋認されCい　沃、、暗　転さ

れ十日河を観察した結果、＼B L臨－）力か後の所産t、、あ仁言上か、伸tiiLだ

各経穴からは須意器や土師器の破片がわずかに出土しただけで時期の特定は難しいが、

－12－



Ⅶ＋根は占増時代橡期掩、陣） ～18）を切りており、遺構の方位と併

廿〔、Sl）（＝・＼i）情と近い時期の所産て‖互いか

121第1調査区

当調付耳では第（i図の上層図に示したⅦ屑（
1

黛

推測される。

（1・2：第調査区、3・4：第1調査区、5：第2調査区）

汽 百
第10図　第1～3調査区　Vm層出土遺物実測図－l－1－
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さで堆積していた。このⅧ層中には弥生時代中期から古墳時代後期末壇までの遺物が多

数包含されている。代表的な遺物を紹介すると、弥生時代中期壇（土器片儲分銅形土製品e

暦甘古今い吊針目、弥生時代後期頃（斗器片・自製f古j・吊准当．）らj桐吊し後期時（須

恵器鯵土師器e蛸車等）があり、他に縄文時代後期から晩期頃の石鍬が数点出土している。

従ってこの下層には、それらの時期の遺構が存在すると考えられたが、謂姦の結果、弥

生時代後期頃と古墳 期頃の竪穴1日1；跡か合．一日叫巨潮目五建物跡目；輔つ糾、時代

中期みL誹川出、了畑一　言ノバ＿杭群、古畑射し良期ヒ如月「川田、極言榊、川根ノ廟的鉦軒′一こ小

検出された。

…皇媛…



湘
　
司
　
叫
。

m　　　　　　　　　　潤

ノ

球　　　　　　　　　　　　　Ln

ヽ
一
－
1
1
　
1
．

第12図　第1～第3調査区Ⅷ層出土遺物実測図－i′2）

（11、14が第2調査区、他は全て第1調査区出土）

－15－



一全ての遺構は晴黄褐色砂質上層（IX層）⊥二面に遺存していたが、IX層上部は変色し起伏し

ていたため、IX層上部をlrト20cm削ったところで確認されている。，遺構は　一部拇乱されて

はいたが、過存状況は比較的良好であった。，ただ、調査区北壁中央部から前東隅部にかけ

て幅十敬mの帯状の黒い変色域があり、この部分での遺構の検出は紳〕合い関係が明確に

把握できず苦慮したい　こ

る調査を実施し．たか、遺物等c

色部分に・・八、ては調査区北端でトレンチ（’rR L廿）によ

含まれておらず時期等は不明である．、しかしながら、

他の遺構と男切り合い関係等から、弥生時代中期前垂以前の自然河遺若しくは窪地であっ

た可能性か．t吊、′ノ以ト、第1調査区内で検でされたL要遺構を順に解説するい

二　＼了
ニーl＼＼－11二1－－1

L＝26．80m‾

0　　　　　　　　　　　　　1m

第13図　SH－01実測図

SH－・01第1調査しx」ヒ壁沿いのやや東寄りで・部か検出された隅九方根の竪穴住居跡で

あるり　規模は東西に約圭（jrl1と比較的小型で、L輔方付をN　こ紺r）Wに取り、理上中か弥生

‖甘里が少量出lしだだ主「である。．弥生時代後期頃の所産と推正されるし．

SH－02・SH－03　Ⅶ　仕‡ほ第1調査区北東酢一（二検出されたやや隅症リ方畔を呈オる竪穴

住居跡で、東上に方形の竪穴住居跡・SH…鵬が重なりている。

bll　肥はし軸方位を＼12r Wに取り、規槙は北儲　け再五つ言、l∴台11つと虫　南西に

1言、ノ1．8Inを刷るり住居床面には各隅奇りに柱穴か配置され、北西側壁面中央部仁は竃が設

置されているつ日古の理上中から竃壁と推定される焼士魂か多故山上し‾・二おり　電本体は

仕居の廃絶時着しくはそれ以前に破壊されていたと考えられるが、妓石・牛る竜中とそこか

ら向か一了C左に延ひる煙道中には多量の扶化物か娃され工いたり　ノ、の辛階上聞く電中の炭

化物を除去したところ、中央部床面で竃の炊こき目上′与られ引里日に強十岨けた部分か確認

されている。

－16－



L＝26．80m－

SH－02

0　　　　　　　　1　　　　　　　　2m

炭化物の堆積

第14図　SHl02・03実測図

遺構再から出上し．た遺物軋　祭祀遣物の可能性が考云られる比較的小甲の上師器と紺；

紀夫頃の頂点器で．樟1、Sl！‖封ロー．脚l射し後町夫頃に機能し庵絆‖ノ上と推定される．・

SII O乱1主軸引、昌・＼l汗’W「収打、規樽は南北に縮1．ごirll四方ヰ測る　潰楢の大、Itは

Ⅵl fHに切られて上E　‥：い古か∴甘居甘l仙工事量の炭化物が堆精し．、住居南西側壁面か

焼けているため一般的な考え方では焼失家屋となる。しかしながら、媛花物に柱材等は含

まれておらず細い植物繊維ばかりであることから、稲木遺跡の昭和63年度調査で確認され

たような廃絶時に住居内で廃樹を焼却した跡の可能性も考えられる。

∵豊等γ



∵∴

10cm

第15図 SH－02・03　出土遺物実測

甜（日日増‖　卜層に珊椅しノた炭化物中か言、‖日航大町’中浦出守項目二二一い乙ことから、

撮′巨I封　後期出Ir工機世上廃絶したと邦完∴㌣いる

SH－04：去l調査区l恒裾、㌻い中央て、、遺構わし：’11　甘言、棒出、さ一再「つ∵「有十ミ棋婆穴仕

帖跡羊有1たか、ネ針二号言上曲れ区てその日識絢も検出J′リ∵六二（ゾ主　∴二休の舶抽・：判明し

だつ．軸引吊八、号l　上　規模は北西　両肘二五台†1日l中　南西に主軸ヰ蝉！、居北東

＼ 4

図　SH－04　出土遺物実測図

－・18－－1

i
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◎

L＝26．80m－

0　　　　　　1　　　　　　2m

第17図　SHl04実測図

側壁油再吠舶こ壷か設置され古い　電中に炭化物等の堆積は認められ左か　守二か∴仲通

中から6世紀末頃から7世紀初頭坤丑紬出田咋身）が

仕居の坤自陣、らはSII（はと同様ここ言糾臣一推定される焼

出上しているr

出上しており、電

本体は仕居0）廃絶時若しくは月′汀と前に破壊されていると考えられらノ 上、遺構けIi上か

らは他にも6世紀末壇から7枚妃初頭にかけての土器が数点出土していることか竜、誹巨

鍼は古墳時代終末期の所産と考えられる。

SH－05　第1調杏区両壁のい中l人工検出。されたやや隅 の方根を11つ‾る竪穴什居跡であ

り‖油方位は＼＝「　も杵湖中、肛槙は南北に約5」jrnを測る一住居心仙二は甘隅音り了柱穴

ー19－



L＝26．80m－

炭化物の堆積
0　　　　　　　　　1　　　　　　　　　2m

第18図　SH－05実測図

′〆叫＼

増野

靡
エコ

鈍幣㌻

鴫
4　　°

国

昭
可
溶
緋
会
感
覚
憬
盤

に当

噸
刃
諺
感
覚
瞥

1　　°

ト叫

－＼＿一′′

が配置され、北西側壁面中央部には竃が設置されている。

ハの字形に開く竃車には種火を保存するためのものと考えられる康花物（灰）の堆積が確

諾されており、この上からはやや火

いるが、この寵で使用されたも

受けた痕の認められる

されたも

を取り除′く、1、l巨東部床面羊竜の炊き日とみられ

頂点器0寵片か事故出上して

、はィ、明てある√ し一ヽ 尿の堆積

行当おく焼けだ部分が認められた

仕居の理上中かりはつ日日紀後半の須恵器か山上上一こおり、甜　旧は占用車代後期後半頃

に機能し廃絶したと推定される。

－20－
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第19図　SH－05　出土遺物実測図

SH－06　第i調査区由叫隅で検出された中辛隅丸の方形をl十1了）竪穴盲目古拙、1∴上る）i

軸方付く。待　コl一　肌二取り、蝕冊封お車汗十㌦。ij～吊illl・東西i守江（111い十期′こ，

住居床面庭には多数の小さな経穴が認められたがト通常各隅寄りに配置され竃いる柱鷹

は検出されなか㌣た。住居の北側壁面中央部に設置されている磯は、ハの字形に開く炊き

l用は捏再い一章ノ症面jつ．相同∴ら、言」・声「、二の部分かよく放り、’いた，上ト、、竜の両

＼

．竺三宝∴』

第2（j図　S11■06出土遺物実測図

ー21－



－ノー一一一一一1－－1－、＼

＜「→

t t

昂如
澗粛
避紗

絹
初出

ご二等

・囁去

感圏

蔓萱
白顎

善蛋
（啓者
達璃甫
E寸ト廿
、〉‘諭画
＼㍉叫料料鋤融〆／

「

日

和
の

①
こ3

ヨ

l

L＝26．80nl－

0　　　　　　　1　　　　　　　2m

炭化物の堆積

第21図　SH－06実測図

側の壁沿いに炭化物灰がおかれているのが確認きれたが、これは磯の率に堆磯していた

い1、4イl年′・両断打つ串、抽出ト■古‾・jr－；・れ　1㌧’㍉∴り肴

一　出力′ノ、l甲Iは拉粧　埴杵！‾′．i！！ト大：－甲：バ1．、つ‥時欄坤か㌦今■lI層仕附l

千畑再月中津守つト；‘′「い畔圧軒叫、巨！！！軒＼′′！・・車用甘斗一項「五十町津川抽吊、∴′．－

－22－－－
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第22回　SH－07　実測図

上面が仕居の生rlI油主と推定、封ノlる、・ノより、lV・Il卜Il層は往居の悍穴住居部分を裾削し

た後に、握り具上。上，て追伸UJ上面左、陣！工するために客上したしいて、終上層中日まプ

ロ・ソク状州晴黄褐色砂啓上仕曲目1′小事故合まれており、遺物等は全く合ま鉦（、－いなか・ノた。

このように竪穴仕居再に在上し床左張一，た伸ユ、昭和侶年度に実施された福大遺跡‾自」確

認されている。従って住居の壌土は黒褐色粘性土層‖）と寵に堆積した焼土を含む炭化物

層（Ⅱ）だけである。また、この痍花物層からは魚骨が出土している。

l層中からはぐ‖廿紀中華から橡半期にかけての須恵器と上師器が出上しており、また

SII　砧は吉価時代後期後、用IのI酌主柱居跡（SH H7）を切っていることから、古津叫代朝頃

に機能し廃絶したと推定される。

SHl1－07　第l調付べ雨用出の隼浴いて検出された方形の竪穴仕居跡てあり、・部分の検

出であった上に遺構の大、トをSH U了に切られている′）しかしなから、後に第2調査区でそ

の南側部分か検出されただめ全休の規模が判明した。主軸方位は＼18′’軋規模は南」とに

ー23▼－
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第23図　SH107　出土遺物実測図

ゝl

五十へノ∴川、東西上的軋5111を刷る比較的大規植左仕居跡「あら言自二、仕居I年こは幅Irn

前轍の成い溝か住居床i仙こ壁と、lそ行して裾り込まれているか、全体か椅出苦れてい左いた

め性格等は不明である。埋土中からは6世紀末から7世紀初頭にかけての須意器が多数出

上し（∴寺、、（主　Sli　昭は吉坤明し後期末ヒ軋二機托し鹿絶した土用正され乙．まだ、住居の北

東部か吉帥l冒し．紺脚い）悍穴仕居跡（Sll　りfi）に切られているたメ、詳細は不明でふ亮か、北

壁中央部には蝕の肯時代後期の住居同様竃が設置されていたとみられる。

SH一一08　第1調音区西壁損いほぼ中央肺r・部が検出された隅AL方彬の遺構了ある。，規

模は南牝に作工加で、再　引領一；はく　酌つ瞑る，坤I中からは弥′l上器片か′レ量出上し

ただけでありl一拍1出ィ、明であるが、弥生時代後期頃から占用時代朝にかけての竪穴住居跡

王推定芦打ら

SH－09　第！調布区西隼析いやや北轟年‘（三・部

膜は南北工約1．柚∴一　巨柚方位　誹「　仁取5　押上

きれた隅丸方形の遺構である。幾

弥生土器片とサヌカイ片

い坊主出上した∴∴㍉二らり1．摘出ユイ＼明し’右ら　麻生時代性朝の撃穴住居跡と推定される√

ー24－
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馴…柑　第　詞姦区中央からやや廉寒　で検出された、やや隅丸の品方形を呈する竪穴

仕居跡で右ろ′悍・l時頼机上－′出汁工・L r扱）∵い！一豆　晶㍉日工有十日・・誹上、

仕居跡てあ′気㍉皇再′神目　′．一：

主軸方位Nl、W一了規柚し両日！∴りm・車西「、臣Ⅵ有岬つ、】上町中車部∵つ謡ハ設宮仕

第26図　SH－10　出土遺物実測図

－25－



第27図　SH－10　出土遺物実測図

ノ卿ヽ

昭（
刃ヨ
鱗嚢
蝕）
戯

千二i
索
悪
戯
愛
機

画

＼、．＿ノノ

工いろ。ら売う。き．凸通のl酌吊はliの南半分を除Jふナ∵「－亘川沌打∴レム言晶は他の例と同

山∴ノ＼の子恒左上一Cいたと推定されるか、滝本休出日中）庫紳巧若し　くは一これ工1′、捕Iに破

けつ：・’い／言うし、三の痕痕しか検出されしつ．り′「、自大阜ノ）理日朝＼工は霜甲　推定さ

れる焼土塊が多数出土している。また、寵の炊き冒床面はやや奥が窯出し、この部分がひ

をNl1一・一2

鞠は出

Ui信ト‾工・・’）

に例をみないが、埋まやからは6世紀末期壇

考え併せ竃、甜…摘は畜場時代後期末壇に槻

臣棚甘て検出予右だ合再亜巨肛－「つiら裾の一律軸肛（∴　主軸力付

′用い、両」とに日出（∴五日リ白骨∴日間‖誹m斗刷る　五六申言は満

言埋まだけからは時期の判定は難しいが弥生時代後期から古墳時代憾

′　言　、十l！、言′・／いと址定二木ノ∴ノ

・一26－
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第28図　SB－01　実測図

SX一一一01第】調査区南側中央て検出され∴：引　に狭長な長であるか、その人i写細　川j

に切られてる上の性格等はイ刊1てあろ　遺構の規模は南北に糾う汀1・由1年二打⊥1日t十、と

第29図　SX－01実測図

カ所に円形の落ち込みが認められた。

遺構中の遺物は北西端部から出土した覇の羽目だ

けであり、他に時期か判別できる．よう在造物は出「

していない．、垢の羽目は長期に漁り使用′されたよう

で暗褐色から暗灰色に変色し溶解しているノ

第30図　SX－01出土遺物実測図

－27－



第31図　SK－06

債　刑はSlll砧に研ら

ら、古．曲！封t大期以前の所

′・・ちが、柚二遺物か全く出上し

瞞与仲川すらよう射

か否かは不明である

物実測図

いることか

と推定され

第32回　SK106実測図

弥生時代中期の土坑群　第1調査区で（紺居跡群と1、虹多敏の日加、剛l封しており、

中には方単科珂守湖、年時代中期頃のものが出上って多く、代表的左遺構とLC調査区沖

励、らやや南苦りで検出されたSK－07・＝～1mとが挙げられる′ノ

SK　り梱、IJは多数し′）日精片と伴に、柱状片刃石斧・有腸か山上しこお

i塊か碓詳㍉虹Cい石　またSKl履＼らは上器片の他に、肋n僻の砂打製の砥石と緑泥片

言製U）磨製自首か由上し‾了いる、、（図版第椚l又惨照）

耳目－J油区では弥生時代中朝頃のf裾跡は碓認Ml‾了い吊、か、橙に直川に設置しだ第

されたため、ここて検出十村二日心肝は生活関連遺構てあ

ると推測される。

・′‘3）第　2　調

当調在区では、第日調合区と同様に椚÷時代中期頃から古川時代後期末期までの遣物を

建合する黒褐色粘性上層か、調査区南部の仲村庵捕漣遺構か検出された部分を除いて、

中は白油′～7（）用程廿のl早さで堆積してい された㌧吊こ南側では

追捕宮仕4、骨つ抑圧柄監原となる佃）、付合層は丁目卑く肛枯LCいメーことが確認され

ている。

－28－



緯33開　第2翻意区洩横配置甥

第2謂姦区の第皇遺構面竃は、前述したように奈良時代の潟東遺構針療た碗立経建物跡

1棟か検出されUいるか、UH吊勘‖丘は中山招・鳴代後期頃こ占用出仕仲峠r血鮎つi

冊亦か1（廟と無根のト穴及ぶ上方L旧の柄、第日辟沖員周は巨′出ご中生時代中勘有両所l

鮎可道若しく出目山とff用言HUJH　＝両所一抹吊、釦の′廿！・め、用　‖二上品ふたか、

結l拙二川？iIい吊、、（もろり甜　両日1血否｛土．一周㌫から車へ址豆　いる

－29－
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二）

当調和八は部軸杓に拇乱は受けているが、遺

構の潜在状況廿良好であった。以ト、第2調査

区で検出された上根酎茜を川田こ解説する。

L＝26．80m－

l1－－－－Ill、一1

0　　　　　1　　　　　2m

第34図　SH－11実測図

訓つ1第周期杏区北西端で検出された円田

を呈オろ曹穴住居跡である。当調査区の北西端

は草とく碓抽主㌦甘くbり、Sl「11もその人、ttか

失われ買、招上調香区の壁面に残された上層

‖状況等譲、ふ、一両紺ミ約4m程の規模であるこ

′・、画′畔上‾（、‾l・il Tた、部分的に壁溝か認め

られる。

岬巨恒巨l上　弥生時代l器片とサヌカイト

片カ、・わすか工誹日日∴上だ骨であるか、SfIllは

酔ト時1日囲嘱、ら後期ヒIrlにかけての所産と推定

されら′

SHl12　昔は調相対購7．7吊、やや北雷（「いい！いr

検出、された竪穴1日－：跡である。

hli　はは小粋U古∴甘誹主軸引吊納　点1－－W、規

模は南北に糾う汀1を刷るか、遺構の大、ttは値1．日こしノ∫

られているため詳細はイ・明である。また、＿IiiI巨冊、．．

は須意暑姥が少量ではあるがぬ漉し鷲怒り、これ

訂した結果Sli　はは．阜帖紺満潮ヒ負の所直　言ら∴

と推末．される。

SH・－13　5日　主柱高潮ヰ皇L Cおり、I．柚有言『

圧　輝；、吊掛目泣日日：轟！Hl初日る、イ日中来　日吋由．

む．＝　′一陣恒・団hTミー∴八日誹小錮一了〔い．′

からはS～相と同様に須意器片がわずかにぬ

l、し－′・言、・．・眉鮮弓　樽柳井こ封　は鹿縦線

′ノ、中・∴一二一推定∴上′二～ノ

一一30－
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第35凶　SH一一は・13実測図



SH－14　Sllllは他の

遺構群に切られているた

め詳細はイ刊1てある。、た

た、仕居の南端部でベノ

ト状遺構とみられる段、

中央部で＝）～11111二m程の

楕円形をl再‾る上杭か樺

山されている。

仕居の規模は3．日目l～

Tr11程と比較的大型て有

るが、遺構は伸子4日古「

比べ昧Iftiか沌く、しかも

削率を受けた際に費の患

部か飴と失われ‾自　若一）

てい′′1上ノ）、裾言∴右上

遺物は床面中央部の土坑

から由i：だ「器放点上

目し、九一一J・

ただ、これが特徴のあ

ら遺物　＿・上！一∴！一′主、、

第36図　SH－14実測図

l

E
だ∋
∞

扮
m

ii

J

、声P吊舶載・ⅢJj代終末期の所産てあると推定できろ

第37　SHつ4　出土遺物実測団

10cm

主星か蛾甘言＼車∵一いら　吏′J∴　再l－：の壁沼いで

はjL側j二南車隅湖重昭斗＼．面詰い弓0（、mはとの

沌い哩溝か追行tてい石

遺構はSII　＝同時他の仕居にi巨＼・凍面が技工

－31－

SH－115　第ご調杏区中央から卓や北西寄

りて検出されだし方彬キーrl寸封酌＼住居

跡で、1潮l方位＼巧、Wに取り、規模は南

北に：弓．l～；1，71ll・東西仁約1jr11を曲ん．

仕居床面上に廿Ⅶり土工小、）汗‾了いる部

分を除いた各隅に竪穴住居が配置されて

右り、中l力邦トつ仕lトl TIT巨ノ・イ＼1日臣′）

ノ

第38図　Sトト仕　出と遺物実測図



L＝26．80m－

炭化物の堆積

第39図　SH－15　実測図

LUも削半を之はた際言その上部が殆ど失われてしまっていムだめ、山上が相＼認された遺

物は沫面中央部目上坑から出上した放点のI器片た‖守右　弓、・出目上だ遺物U）中に吊il

られることから、SH15は吉相時代後半崎に機能し廃絶したと

鉦定さ′仕′∵

また、SII15北壁中央部は他の遺構によって切られ、こ：いるため憲の存両二一ノいては明ら

かにはできないか、当調査区で検出された同時期のf‖引二0、人低のも（ノ）に寵が設置されて

いることと、この部分に他の住居の竃酢う「し‾みられこような炭化物（尿）の堆積か確認され

たことから、電は設置されていたものとみられる。〉

SH一一16　第ゴ調査区南中央部からやや丑1折有りで検出された、方形を「，『るl酎＼住居跡

てよる。′　再両方‾位は＼・川‘Wに取り、規脚力損仁に拙さ．日日1吋東西工的rljl11を測るr－

f‖－；昧面上工は榊出雷用こ設置された合．－1用串一再主上功世上、両所律胱In・深′さ25（、m程の

一一32－－－



第40図　SH－16　実測図
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出離′ノ）主星か検出され　′い／ち′　里古　仏前日に言1・且に浴Jてイ＼甜咄こ血石幅封巨、仙川の射、

溝か甘詳＼十　一、、′

遺構〃＝中日ユ遣柚1、日こ　主だ‖‥∴粧√二‾ゝ‖凸献零によ一・）て、品目再がI封正恒私「柾「‖

層J‾、つこ黒裾甘粘性上層日日車了ら、－′㍉㌫O、仕lふ廿▲軋中央吾机こ．設置′さ右！一二品中のIl円‾らわ

ら品性日を含む再昌位粧性日直山車UJ、了の仕居か鹿糾し．！弓削こ坤枯」十日沖1守、

白吏∴薄「恒一昔十中∴擁小十㌢日当　－【′－′，．吊射日．、〔いる際に軸枯したもの‾（′　壷昌∴‖圭恒

砂貿ま層Ⅴ層は黄褐色砂貿土層　地由　のプ闇、ブタを多　含む黒褐色砂質圭層　Ⅵ層、

は住居の骨実当局瑚硝仕∴酢主審上目つ＼のて丸宣・二つ二か、伸I日工し　る課、、、一雄居月

′五吊れ持つ再・＼‖河上面上王．・）．l＿「ゝ：′ユ　ニぐ八日再・＼＝叶「事ト‖雷招凧「全く1日、「て

い左いが、最主時の地両晶「∵「上．長㍉こ「枯nl・帖1用程の裾白日の左端－！綽′・痕跡と臣

1…33－
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第41図　SH－16　出土遺物実測図

第42図

SH－16　竃出土遺物実測図

ノ

られる筋が無数に残ることが確認されてお

酌図版第摘図参照、この住居が構築され

た際のもの藍み等閑逮いないと恩われる。

’一、∴上声ノ　摘完工、，：L∴守里1年　′、fロバ

構築の際の技術を知る巌で極め等幾重な資

料と考えられる。

！巨・．茸・：－「“吊一十　「定圧的柄の上に措

かれた状態で、小型の土製鏡模造品が洩士

lていて．・′・J！j碑の巨、つJ霜の有刺一・十：・111日か珊枯l〔

お、当住居の廃絶時に磯で行われた祭祀遺物である可能性

が極めて高、興味深い存在である。土製鏡模造品ほ乳灰褐

卜うー：㍉「ノ津「㌧斗∴、．十、．　時三　‥．√∵．′しト′上林中

央に直径髄翫mの丸い銀が付けられてお、丁寧に繰通しの

穴まで穿たれ竃いる。

蝕の遺物たしては黒褐色粘性圭層柑層から　鰹妃後半か

ら末境にかけ等の須意器と土師器が出土し貰お　鴇S…蟻は

酋壊時代末期壇に機能し廃絶したと推定される。業層申から

は泡寵緒と考えられる焼薮塊も多数出土』貰おり、還れまで

にみられた幾肇かの例のよ引芸廃絶前に魔の一部が破壊され

驚いた堵能性が高齢の

一一34－
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炭化物の堆積
0　　　　　　　1

第43図　SH－17　実測図
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弥！佃射しの竪穴仕居におい三滴約の祭巾旧く行われていたことは∴昭柚誹年度に実施点れ

た旧繚蔑場遺跡披ノ宗地区の調査で確認されており、古墳時代の竪穴住居についても、廃

絶時の祭巾し！か存在した∴1＿は昭抽出年度の福大遺跡の調査で軋思され11、だ．当遺跡の調

査でも同様鉦祭祀が存在つ　∵い′㍉二十を示車腎料が更に増しているか、中‾l∴「∴の上製鏡

模造品とその出土状況については突出した例であるとおもわれる。

SH－17　第告調杏区中央部で検出、された方服を早する竪穴f口調ヰ工あるつ二軸方位はN

l鮮　Wに取り、規陣は廿日ヒ主軸LOm・t柄汗的」巨－．6111・を湖心．、

住居床面上には各隅寄りに設置された合計4個の経穴の他に、小型の経穴が数カ所に認

1－－35－



ぎ一芸′　J　‾一読

第44図　SH－17　Ⅱ層出土遺物実測図

められた。また、北寮隅の一部には幅鋼棚程の壁瀦鈴蘭壁

確認されている。

「石・－て幅1（ト膏血1時号い、溝

晶ま伸勘恒付根∴識骨主十月ており、当調杏区・つ甲勘つ嵩廿日　了了い石川十当日古跡と

＼lI　鵬だ；㍉∴伸一の丁目誹柚、は全て」ヒ壁中1日つ描昌iいふ、吊日朝射ノー霜はそ川、トロ′一骨か

遺構細輌Ll恥一皇P、伸∴日嗣押渦潮沫ヒ恒叫行ニ1日古跡ぺIIl臣ぐ当事、潤一。ノLJl．一二い了訪、

－36－



10cm

第45図　SH－17竃（Ⅲ層）出土遺物

lilから‖根絶栓了古ノ＼、・、つi　　∴つ；′融ノ十月血器と什く∴　載こ龍1「言－、「亘．＼目

性用痕臣苫∫　い‖油器レ・現「・＼・万㌫摘「－　∴‥与．

SH一つ7は、

る。

物かレ・！誹叫・仕樽上古′′大朝

Sil　掩：吉∴∴釦ハ吉事．・声潤「餌、、′＼・一再．右目（つ命日与′され

10cm

、日昌舶糾一麻鮒iト′l一軒十∴有

形を望ずる竪究住居跡等ある。

l

l

掛軸噂＋t吊　巨ぺ　≠唱出土遺物実測図

・－37・－
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0　　　　　　1

炭化物の堆積

第47図　SH－18実測図
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主軸方位「＼　8　軋＿．収り、規模は南」とに細i．rl川・t再tぅ工（出川有期ら

住居床面上には各隅寄りに設置された合計4個の経穴の蝕に、南西隅部には複雑に経穴

や上杭、溝状遺構か配置されている。Jまた侶誹裾l晶し上つユ北東l端から西壁を経てl沖担い

火までの範囲て、帆は0～割五mの比較的深い中潮が砧思され－て、いるl・．

北壁中央部には大型の竃が設置されていたが、これまでにみられた寵とは異なり、寵壁

がハの字形ではなく並行に延びている。そして他の寵が住居の竪穴撼削後に床部の整備等

と併け工折目、：造り付はられていると捕定されるし周こ対して、ニ相川りしノかに竪穴部の裾

削時に磯部分を削り出して造られたものである。また、壌中央部には竃で使用される窺な

上かぷ・巨二滴卜弓る∴上を防く目的上考∴られ売

原石：和泉砂岩製）であり、竃中央からやや西寄り

－38－

ら打て目上立脚は五然石（河

に山上、つてら汀tLリ・　上部は強力な



10cm

第48図　SH－18竃及び床面直上出土遺物実測図

（1：竃中央の支脚　2：住居中央【炭化物中】　3：竃中　4．5：住居北東隅）

火力の上武赤黒く灸色しノ・柾目車昌‾らい上　この周辺からは使用痕（ノ）普しい上師器片が多

数出上し1二いる‥

仕居床面中央部から南東岡持ローかはて、華のような植物体の炭化物が広い間に堆積して

おり、こ抑回、ら完配の須恵器の耳身が床面直上に伏せられて置かれた 出I．し．てい

る′、堤化物中上は柱材等が全く認められ左いことから、昭和（j3iH如）稲木遺跡の調査で確

認されたように、二川」、焼失家屋T、はなく、竪穴仕居を廃絶時に解体し、再利川可能な柱

材等を取り除いた後に、ィ、要左屋根材等を焼却処理した痕跡ではないかと考えられる。ノ　ま

た、理上中からは電片とみらおる焼上塊か多数出上しており、この住居ても廃絶前に竃の

・部か破壊されていた可能性かあるJ

S1118は出上した遣物から、吉吼時代橡期末頃でSII17廃絶後の所産と推定される。ノ

ー39－



l

E
C∋
∞

q〇
ご㍗

ii

J

Lニ26．80m－

1　　　　　　　　　　2m

第49図　SH－19　実測図

SH一一19　第2調査区南部で検出された方形を呈する比較的小型の竪穴仕居跡で、主軸方

位はN　川　Wに取り、規模は南北に約SJ上月．5m・東西に：日）rnを測る．j

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

住居床面Lでは各隅寄りに設置された合計′1個の

浅い柱穴が検出されたたけで他に特徴は無いが、小

型の住居であるにもかかわらす、北壁中央部には寵

か設置されている。寵はハの′捌壬に聞き、竃の壁と

その中央部か一一部焼けて赤変しているが、炭化物等

の堆積は認められなかった。）

埋上申からは（‖咽己末から71鞭己初頭にかけての

須恵器片か致点出土しており、また遺構が古墳時代

木崎の仕居跡SII　封を切っていることから、S1119

は古墳時代後期末頃に機能し廃絶したと推定され

第50図　SH－19　出土遺物実測図　　る。

－40－
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第51図　SH－20　実測図

SH－20　第2調査区南部で検出言わだ方彬を【古手る竪穴仕居跡（∴再l恒J位（十N、丑　W

に取り、規模は東西に約（i，ゴ11卑潮音が、調付求の壁再いに遣

不明である，

しているため南北の規模は

仕居床面上では中里のものをl津）て放カ所で柱穴か検出されているが、規則的‡∴臣八ノ亡

はいない‥　床面上束端部では牒摘、ら8（km程のl鼎福を置い

川～8日ぐIu・深さの黒ト巧臨mの溝状遺構が検出されており、

東壁と平行に繭北方向に幅

から6世紀末頃の須意器塔

蓋がほぼ宗田で出上しているり　仕∫l車里上中からは、他にもこれと同時期レ一拍患器昔か叛点

出上していることかト，、Sll　封）は古墳時代後期末頃で、SH　日賦抽出朝潮十戒馳したと捕

定される。

仕居北壁中央部にはハの′打杉に聞く竃が設置されており、慮隼と・三の中小邦か　一部焼

けて赤要し言：いるかSlll恨二同株に炭化物ノ封ユ確認されていない′－　また、竃の炊きrl部分

－41－



ヽ

ll‾　ll　ナ

（1：住居東部の溝状遺構　2～6：住居の埋土）

第52図　SH－20　出土遺物実測図

は床面よりやや高くなっている。

第2調査区では湖I　用やSI120が検出されたあたりから、地l圧である暗苗褐色砂質回一

に砂礫が増して来るが、前回凋査が行われ、I用可道と自然堤防が確認された南側てはへ－

スが完全に砂礫層になっている。従って、この部分が当集落遺跡の南端部に相当すると考

えられる。

弥生時代中期の土坑群　第2調付東では多叛の上杭か検出されているか、耳目㌦周否車鉦，j

様に弥生時代中期頃のものが多数含まれているようである。由ました遺物等から、確実に

弥生時代の所産とみられるものはSKl（j・SK m・SKご卜SK盟・SKごTで、形態は方形を

呈するものから円形・不定形のものまで様々である。

箱2調杏区ても弥′日日LI国別頃の仕居遺構甘酢認され言いノ。∴㌧　しかしながら、弥′川与

代小町1頃の五里姉甘二三調杏区の包合屑からも多放出上し子おり、後に第周封査区で検出さ

れノ1．同時期か酌㌧刊．居跡も遺構の相接、始と削辛さ射てしよ一一立いたことから、注い遺構

は既に失われていると推定される。第3調査区は第1調査区や第2調査区と比較してやや

心、位置十潰純血か検出されている。淀　ら第「訳柄メ上第m杏区で検出。された口／－L

の車には、弥生時代中期頃の竪穴住居跡の痕跡が含まれている可能性が高い。

ー42－
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10cm

第53図　第2調査区土坑群出土遺物実測図（1：SK－16　2～7：SK－23　8～14：SK－25）
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第54図　第3調査区遺構配置図

－44－



車）第　3　調　査　区

この調査区は深部まで拇乱を受

い位置で遺構血か検出

割十一50cmと薄いか、

おらず、第1調査区や第2調査区よりn～20cm桟

いる．〕従一J’．こ、他と比較し

1調査区や筒：…調査区では削平された

色粘上層（包含屑）の堆積は

め痕跡しか確認され左かつ

た弥′ヒ時代中朝頃の比較的浅い遺構も多数検出できた。しかしながら、この調査l刈紺三宅

跡地であるためコンクリ一一ト製の梗槽や塵の廃棄坑が多数掘り込まれており、いたるとこ

ろで遺構か破壊されていた。

恥i調査区で新たに検出された遺構は、弥生時代中期頃から弥生時代終末期頃にかけて

の竪穴仕居跡7棟と古墳時代後期頃の竪穴住居跡5棟、倉

末頃の掘立柱建物跡1棟をはしめ、

推定される古墳時代後期

多数の土坑・柱穴群などである。以下、第3調査区で

検出された主要遺構を順に解説するり

SH－ 第右臨写区北東端て検出され上方椙の竪穴住居跡である．，床面が浅く遺構は上

部が殆ど削平されていたか、U守旧の洩い壁溝と複数の柱穴が検出され、床面では広い範

囲の赤く変色した地上と弥生時代中期後半ヒ貢の上器片の堆積か確認されているため、その

た推定される。

区北東壁浴い王の険出て。多いたため詳細は不明である

以上長潮ろ．また、主軸方位ははは磁北を指している．、ノ

規模は比較的大きく東西

これ‾たでにl冊酎阜量遺跡で確認された同時期の竪穴仕居跡は全て＝彬であったが、方形

を呈するものは、昭和6封日日五二当調査区から北東に紆10mの位置て実施された中讃流域

0　　　　　1　　　　　　2m

第55回　SH121実測図
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一

下水道工事に伴う発掘調査

でも1棟確認されている。

この場所には明らかに今回

検出された遺構即の延長て

あり、その住居はやはり壁

溝を持ち、床面に焼士が確

認され、出土した遺物の時

期もはは・致している

これまでの調査で確認さ

れたも（ノ）や、今回の調音て

検出された同時期壇の竪穴

仕出抑制I　盈・SIl　出）か

全てil川壬左呈する小甲であ

ることを考えると、何か特

殊吊！的の仕圧迫用言、ある

可能性もある。

SH－22　第：1調杏区北部

て検出され日l川三を呈する

第56図　SHl21出土遺物実測図

L＝26．80m－

‾土一一一一一二二一Ill‥11－－－11‥一二一一一l‾

0　　　　　　　　　1m

第57図　SH－22　実測図

－46－



－　＿＿二二

第58図　SH－22　出土遺物実測図

」よ藁5

∧

第59国　SH－23　中土坑（SK－30）出土遺物実測図
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小型の竪穴住居跡である。

規模は東西に　3．5m、南北

に3．2mを測るが、遺構の中央部

が深部まで撹乱されているため

柱穴等の状態は不明である。J

住居埋土中からは30～40cm程

の河原石と伴に弥生土器が数点

出土しており、その遺物などか

らS1122は弥生時代中期後半壇

の所産と推定されるし

SH－23　Sl「2こうは第3調査区

北東隅で柱穴・1二坑群と伴に、

その壁溝がかろうじて確認され

たため

が判明した遺構である。，「11形に

廻りU宇野の断面を■透す‾る壁溝

から直径か　4．5m程の職棟で

あることかわかるが、遺物等は

全く山上しておらず詳細は不明

であるい

しかしながら、この壁溝の内

側内に遺存する多数の柱穴・上

坑の埋土は壁溝のそれと酷似し

ており、住居に伴うもの、若し

くはほぼ同時期の遺構と判断さ 第60図　SH－23　実測図

れる。このうちSI130からは弥

生時代中期中葉頃の大型の鉢や壷、寮か小。さて割られ．i．母）込ま′臣二状態て出上しているtl

昭和5！舟渡に実施された同じ旧練兵場遺跡群の西端郡に、当たる披ノ宗遺跡の調査では、

弥生時代中期中葉ヒ頁から弥生時代終末期頃にかけての竪穴住居跡か′川根程検出されたが、

弥生時代中期中糞ヒ貢の住居跡の遺存状況や形態かこれと良く似ていることなととも考え併

せて、SHl器はこの時の所産ではないかと推定される。）

従ってSll れた・番古い住居跡ということになるか、包含層ql

にはこの時期の遺物か非常に多く含まれており、また調査区全体にこれ吊－1時期の遺物を

－48－



含む上坑や柱穴か多数遺存している状態をみ

ると、このあたりには［伸巨を免れたSH　－23の

他にも弥生時代中期頃の住居が多数存在しノて

いたのではないかと思われる。

訓－24　第3調査区東壁糾い北寄りで検出

されたやや隅丸を呈する方形の竪穴住居跡で

ある。，遺構の大部分は調査区外に延びており

正確な規模は不明であるか、主軸方位ははは

磁北を指している。

遺構は全体のごく・部の検出てあ一・）たが、

黒褐色砂礫上層の埋上中には中

層部からド層部にかけて極めて

多量の1二器か包含されていた。

上器群は全て弥生時代終末期

頃のもので、こぶし大のrlj礫と

伴に堆積していた－′　器種は朝顔

型II縁の壷と．車＿目線の壷、盤

・′J 底壷・鉢と様々てある

L＝26．80m－

0　　　　　　1　　　　　　2m

第61図　SH－24及び遺物出土状況実測図

が、朝顔型II縁の壷と　二重目線

の壷は休部を失・）だもしノ）で、II

綾部だけの山上であるし　その量

が特に多く、特異であったし

弥生時代終末期頃の仕居内か

ら帥触佃1線の壷と　Tfl．lI縁の

壷のIl縁だけが対をなして出上

した例は、やはり昭和59年度に

ノ宗

遺跡で確認されているr，ここては弥生時代終末期の竪穴仕居が理没した拝み上に、朝顔里

目線の壷と　二重【1線の壷のIl縁部のみを伏せて器台のように並べ、・方の上に盤が置かれ

ていたか、SH：封では乱雑に堆積していた点と出し量が異なる。〕また、昭和5叫三度に実施

された、11調査区南側部分の発振調査の際にも、I11河道岸部に上器滑か確認され、山上した

ものを接合したとこみ卸朝型Il縁の壷と　重11線の壷のE1線部のみであることが判明して

いる。
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第62図　SH－24　出土遺物実測図－①
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第63図　SH－24　出土遺物実測図－－12
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第64図　SH－24　出土遺物実測図－③
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遺物は仕属南西隅の柱穴上に堆情して

おり、柱材が抜き取られた穐、、・・）まり住

居の廃絶後に遺構内に投げ込まれたもの

であるとみられるか、特定の祭巾Llに使用

された可能性があるというし．．と以外詳細

は不明である。

S廿－25　第：吊胡杏区東壁出目中東部か

らやや北寄りて検出された、日出を呈す

る竪穴住居跡であり、規模はll甘抽「lr11

を測る√，

遺構は非常に浅く、時期が判定できる

ような遺物は全く出主上工いないが、1主

居の南端床面「工は南剥吉二約1m、東西

に約1．1m、深さ月（≠程の上坑か検出され

ている。、この底部西側には幅と（ト25ぐlmの

薄い板状の河原石が人相再に一丁個重ね‾t：

配置されてお、義墟ではないかとも考

えられたか、この遺構と甜　王の理上目

同　寸あく工　その間に明確左刷吊主′Y朝

係は認められ左いことか＝仕居十対′　湖l

設である可能性もあり、．そ紳叶櫓1左明

らかにナノも．＿＿とはでき互実、・・、 第65回　SH－25実測図

SH弓縛は遺物からはその時期を判定す

ること抽困難であらが、弥′目性亘絆．吊附貢の竪穴1日誹亦・Sl124に北端部を切られている

ことから、弥生時代中期から弥生時代後期頃にかけての所産と推定される。

SH－26　第：1調査区中央部再命日はれ　∴方形の竪穴仕居跡て、遺存状態は極めて良好で

あ〆）たr、遺構の主軸方位はN：「－W、規模は東輔こ6．21Tl・南北に6．日r11を刷る．

住居の理1．は伏木的には黒掲色粘性上て、・部その下に暗褐色拙作巨と帖天褐色粘上が

堆積しており、遺物はこの3層からのみ出土している。また住居北壁中央部には寵が造り

付けられており、この周辺部のみが暗黄褐色砂質土の地山プロッタを多く含む暗灰褐色粘

土によって薄　張　床されていた。そして、住居床面上には各隅寄り合計4カ所に柱穴が

整然と配置されている

一53－



0　　　　　1　　　　　2m

第66図　SH－26・SH－27　実

竃はl一面ではハの字型に開くとみられたが、検出の結

後から造り付けたものではなく、住居の竪穴部裾削時に地

訟】
哩
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用で確認された霜と同様に

分を削り出して造一一）たもの

であり、竃壁がほぼ、日石こ設定されていることが判明した′　そして、やはりSl118と同様

に、竃中央部からや†）西寄りには自然石（河原右：和知少打製）か立脚として車．両こ立てら

力のため赤黒く変色して‘いじ．電中には多量の扶化物が堆

の著しい土師器片が多数出土している。

器片か数点出土し．ただけで、遺構の遺存状態の良さから

l－54－
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第67図　SH－26　出土遺物実測図

みると非常に′鋸よいように思われたが、住居」ヒ西隅の床面直上からは完彬の須恵器の杯身

と滑石製紡錘車か‖与づ一‾）並人亡出上しているlノ

滑・石製紡錘車は本来機繊具であるが、頻繁に祭祀遺跡や古墳から出上しており祭祀遺物

としての性格も併せて持・1ていることか知られている。特にこの遺物は全体が鋸歯文で装

飾された美しいもので、、その出上状況から住居の廃絶に伴う祭祀に、伴出した須恵器と併

せて使用されたのではないかと考えられる。

SrI　封iは出目ノた遺物等から、古墳時代後期後、ltに機能し廃絶したと推定される、）

（原寸大）

第68図　SH126床面出土滑石製紡錘車実測図
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炭化物の堆積
0　　　　　　　1

第69図　SHl28実測図
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SH一一27　Sll　告はやや隅丸を呈する方形の竪穴住居跡で、遺構し′）規模は南」とに約

㌦（1111、主軸方位はN封　Wに取っている。遺構の大部分をSl12信こ切られており、遺物

等も全く出上し．てい加、ことから調田は不明であるが、弥′川射し後期から古墳時代後期中

亜頃までの所産と推定される√）

SH－28　第周封査区南側中央部で検出された方形の竪穴住居跡で、遺構の主軸方位はほ

ぼ磁北を指し、規模は東西に‘1．8m・南北に約5．0mを測る。）

根調ヒ壁中央部にはSl118のものと酷似した形態の宙か設置されており、－1一部撹乱され

てはいたものり）遺存状況は比較的良好で、竃中央部ではI、製の立脚か垂釦こ立てられたま
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l二　　1　ト
10cm

（1：7静捏柄の支朋12　3：芯の炭化物1滴・l～8：埋回－：

第70図　SH－28　出土遺物実測図

まの状態で検出されている。この土製の支卿はちょうど円錐を逆にしたような形態で、土

部が平坦で下部ほど小さくなっており、裏面全体に荒い指頭圧痕が残る手づくねの荒い造

りである。．その遺在状況から当初は余り焼きが良い製品ではなか一一たようであるが、し邪

は長期の他用で淡灰褐色に変色し僻化している‥

住居の押上は黒褐色粘性上のみて、寵部分にはその内部に竜片とみられる焼上塊と炭化

物の堆積か確認されている　焼上塊の堆積中からは須恵器の無のII縁部と上師器の婆が出

土しており、竣土中からは6世紀後半頃の須意器片が多数出土している。従ってSH十鋼は

古墳時代後期後半頃に機能し廃絶したと推定される。
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0　　　　　　　　1　　　　　　　　2m

第71図　SH－29・SH－30　実測図

（上　2：SH叫29哩土中　3：SH－30埋土中）

10cm

第72図SH拍・SH1－30出土遺物実測図

切っていることから、古墳時代後期末頃の所

産と推定される。、

SH…30は第3調査区南東隅南壁沿いで検

出された、千一や隅丸を呈する方根の竪穴fl

居跡である．遺講は　部の検出てあったた

め規模等は明確にできないか、主軸方位は

N　的Ul W、車西に約18mを測る、，

住居北壁中り用‖こは煙道と考えられる突出

部と、その内側昧面上に綴化物の堆積が帆志

されたため轟は九一）た上本L，れるが、廃絶的

－58－
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第73図　SH－31実測図

0　　　　　　　　1　　　　　　　　2m

以前に破壊されていたらしく、岬上中から小さな焼十二塊が山王しただけで電そのものは検

出されていない。

埋巨巨カ まH酢器や須恵器の小片が数点山上

態などから、SH；朝はl早出甘代後期後半頃に機能

二だけであるが、その内容と遺構の炬

絶したと推定される。

SH－31第3調査区南西隅郡で検出された方形の竪穴住居跡である、床面中央部

が拇乱されてはいたが、床面上では各隅寄りに長方形に

の柱穴が検出されており、遺講の主軸方位はN　8、J Wで、

に4言i～4．8mを測る‖

亡置されたものを含めて、（雄一l

膜は南北に1．1～1．7m、東西

住居埋寸二中からは弥生上器と伴に右鋪6点と不定型石器を致点含むサヌカイト片が多量

に出上している。言l主l二した弥生土器はいずれも出現己頃のもので、住居南西隅部の床面Illl：

f二で小型の喪がl点と、北西隅の柱穴の深部から脚付き鉢が出上しているハ

－59－



10cm

第74図　SH－31出土遺物実測図（1：床面直上　2：北西隅柱穴中　3～7：埋土中）

竪穴住居跡の柱穴r回、ら完形で土器が山上するということは、廃絶時に柱材を抜いた後

に挿入したものと考えられるが、同様の例としては昭和5叫二度に四国横断自動車道路建設

に伴い観音寺市内で実施された‥一の谷遺跡群の調査で、弥生時代終末期頃の竪穴仕居跡の

柱穴・ヶ所に訂3個の喪が挿 れていたことが確認されているり

SIl r日はi1日二した遺物等から弥！自性代終末期頃の所産と推定される√：

SH一一32　第3調査区南西隅部の南壁削いで桧山された、隅丸方形を呈する竪穴住

居跡であるr、遺講はごく　一一部の検出であったため規模等は明確にできないが、輔軸方向

はN約15‘、Wであり、竃は検出されていない。ノ

また、炭化物と小さ

な焼上塊を合む埋回l

からは、（月明己頃の上

師器と札点器の小片が

放点山上しだだけで詳

細は不明てあるが、古

墳時代後期後半頃の所　＿

絆てはないかと推定さ

れる′
0　　　　　　　　　1m

第75図　SH－32実測図
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0　　　　　　　　1　　　　　　　　2m

第76図　SB－03実測図
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SB…03　第3調査区北端部には多数の柱穴群が遵存していたが、その埋土が他のものと

比較して濃色であったことから、遺構面精査の段階でその並びが一瞥して把握できた

掘立柱建物跡である。規模は東西に射間絶7m）、南北に3間（約5．0m）以上、主軸方位

をNつ4㌦Wに取る総柱で、時期については柱穴の直径が25～30cmと小さく遺物等は全く

含まれていないが、その方位や壌土の状態から古墳時代後期頃の倉庫跡ではないかと推定

される。

また、同じ方位の溝状適欄巨S針」胴がSB→胴の西側に適存しているが、これが間一時期

のものであるとれれば、Sl）旧か古墳時代終末期頃の竪穴住居跡・MI r日に居られている

ことから、それ以前の所産ということになる。
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第77図　第3調査区各遺構出土遺物実測図

10cm

第3調査区のその他の遺構　第3調査区では古墳時代後期頃の溝状遺構が3条検出され

ている。住刷帥こ触られた遺構と推定されるか、い寸才Lも非常に浅く、他の調査区では同

様の溝があったとしても既に削平されてしまっているであろう。）

調査区北東部では弥生時代中期頃の竪穴仕居跡椚か検出′されているか、その周辺部では

SI）押上　SK　黒）を始めとして同時期の仕穴や上坑か多数確認されている。、．

また、第1調査区から第2調査区にかけて検出された自然河川・SR…01の延長は、第3
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調査区南端でも検出されたか、ここでは唯　一

期前垂以 所産と推定される．

第四章　ま

器片が出上しており、やはり弥生時代中

と　　　　め

当調査区の調査結果だけで旧線直裁遺跡全体を述べることはできないか、その大集落の

束端部と考えられていたこの場所は河道と河道の問に形成された微高地で、南端部は緩や

かに傾斜し砂礫層となか自巳濫原工十五Jこの撒高地は当時は起伏していたようで、その上

には弥生時代中期頃から吉代人の生活が営まれており、この頃には比較的規模の大きな集

落が誕生していたようである。そして、この集落は弥生時代終末期頃には更に大きくなっ

ている。集落は現在までのと∴有阜即甘ヒ前半頃に　一時空自の時期が認められるものの、

古墳時代後期壇には再ひ入射酎拍三溝遺構が確認されている（、

白鳳時代を迎湧／ここり場所では、仏教の伝来に伴い寺院建立が行われているか、その事

業は集落はずれの河道上て実施されており、集落側の微高地を削りその埋め立てか行われ

ているようであ′工　二の大規模な上本U帖二よ一）て構築された伝導寺は奈良時代に不慮の

事故で焼失してし辛う。そして、曽ふくして現在の善通寺伽藍の位置に再建された寺院を

中心に門前町が形成されているという筋藩藩は設定できる。

今回の調査結果の　藩大きな成果は古墳時代の集落遺跡の検出にあると思小おる．一ノま

り、通常古墳文化の研究は古墳や副葬品の研寵か中心であり、その、11時の庶民の日常′上活

に一）いては余り知られていない部分か多く∴善通寺市周辺も有数のl阜貪封ヒ画ではあるか、

この時期の集落遺構は殆ど知られCいなか一一だ、）今回の調査によ一）て、これまては発見例

t）少なく、艮く知られていなかJだ古墳時代の庶民の生活の場の　一部が確認てきた点にあ

るだろうJ特にMIll洋確認さ．上！∴Lう五仕居の築造に伴う振り具の痕跡や上製鏡模造

品、また事故検出された霜からは、す日昌か構築される様子、仕居内‾〔＞）日常生活、やがて

住居か老朽化等の理由で廃絶有甘言丹時に仕居内唯・の施設である竜で行われた祭祀の様

子が彷彿として浮かふか、∴、日は正まご民家の北再伸こ設置されていた竃の祭事と共通した

点が多い・二とは興味深い）

lFl練兵場の集落遺跡はここから と南に延びており、西はlklIl近い広かりか確認さ

れているが、遺跡の範囲か広いため、二れまでの部分的な調査では末だl周東兵場遺跡の詳

細を知るには至っていない－　ここを拠点とした集用の中心的存在である人々の生活の場も

どこかに遺存しているのであろうが、ここから北方に広がる平野部にも同時期の壕溝は広

く散在しており、この古代地方都市の全体構造が明確にされることを期待して正まない。
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第78図　伝導寺墓地に残る礎石（墓石の台に転用されている）

第79図　調査地全景（伝導寺墓地に隣接するビル屋上から北を望む）
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第80図　SD－04・SD－05検出状況（第2調査区・北から望む）

第81図　SD－04・SD－05土層堆積状況（第2調査区西壁土層南端）
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第83図　SH－01検出状況（南から望む）
－68－



第85図　SH－02竃検出状況（南から望む）
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第86図　SH－04検出状況（東から望む）

第87図　SH－04竃検出状況（南から望む）
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